
製 造 業

主な業種 状 況

持ち直しの動きを続けてきたが、改善の動きに一服感が見受けられる。

生産額、受注額はそれぞれ前年同月比６．１％増、同６．０％増となった。３カ月先の
業況見通しＤＩは▲３１．０から▲１３．３となった。

建 設 業

小 売 業

運輸業が引き続き好調である。

売上高は前年同月比１．４％増、３カ月先の業況見通しＤＩは▲３９．３から０．０と
なった。

平 成 ２ ３ 年 ２ 月 １ ０ 日

（ 産 業 政 策 課 ）

県内経済動向調査結果（平成２２年１２月分）

サービス業

県内経済は、総じて厳しい状況の中で、製造業を中心に持ち直しの動きを続けてきたが、改善

の動きに一服感が見受けられる。

概 況

企業活性化・雇用緊急対策本部

公共工事の減少により弱めの動きが続いている。

受注額、完工高はそれぞれ前年同月比２１．７％減、同５．３％減となった。３カ月先
の業況見通しＤＩは▲５６．３から▲３７．５となった。

家電の売れ行きが大幅に減少した。

売上高は前年同月比２．５％増、３カ月先の業況見通しＤＩは▲５７．１から▲４４．
８となった。
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弱めの動きとなっている 弱めの動きとなっている
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１ 食料品

生産額は前年同月比３．８％減。３カ月先の業況見通しＤＩは▲
３３．３から▲２８．６となった。

一部の酒類製造業において、県内の販売数量が落ち込むなど厳し
い状況となっている。また、調味料製造業や惣菜製造業でも受注が
落ち込んでおり、全体としても弱めの動きが続いている。

製造業の動向

食料品

繊維・衣服２

生産額、受注額はそれぞれ前年同月比０．５％減、同６．５％
増。３カ月先の業況見通しＤＩは６６．７から３３．３となった。

一部企業において、中国工場の縮小に伴い生産の一部が国内にシ
フトされ、生産額が増加している。

しかし、依然として一昨年の水準には達しておらず、引き続き弱
めの動きとなっている。

繊維・衣服

繊維・衣服生産額前年同月比
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やや強含みとなっている 弱含みとなっている
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生産額、受注額はそれぞれ前年同月比２．０％増、同１１．９％
増。３カ月先の業況見通しＤＩは１０．０から２０．０となった。

産業設備関連の一部企業で受注件数が減少しているものの、機械
関連や鋼管関連の一部企業で受注が好調に推移しており、全体の生
産額は前年同月を上回っている状況が続いている。

４ 鉄鋼・金属製品

鉄鋼・金属木材・木製品

木材・木製品３

生産額、受注額はそれぞれ前年同月比９．８％増、同８．６％
増。３カ月先の業況見通しＤＩは▲５０．０から▲８．３となっ
た。

合板において、一部企業で販売単価が値上がりしたことから、全
体の生産額が前年同月を上回っている。

なお、県内の新設住宅着工戸数は２カ月連続で前年同月を上回っ
たものの依然として低水準であり、住宅市況の落ち込みが懸念され
る。

木材・木製品生産額前年同月比
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弱めの動きとなっている 横ばいとなっている
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生産額、受注額はそれぞれ前年同月比１２．６％増、同１３．
０％減。３カ月先の業況見通しＤＩは▲６２．５から０．０となっ
た。

一部企業で前年実績が悪かった為、生産額が大幅増となってお
り、全体としても前年同月を上回ったものの、産業機械設備や工作
機械などで受注動向が思わしくなく、弱めの動きが続いている。

しかし、一部で明るい兆しも見られ、３カ月先の見通しに期待感
が伺える。

生産額、受注額は、それぞれ前年同月比１．６％減、同２．９％
減。３カ月先の業況見通しＤＩは▲６３．２から▲２１．１となっ
た。

一部企業で、海外製品へのシフトにより受注が減少しており、生
産額は前年同月を下回る状況が続いている。

また、４月以降の生産額の推移についても低調な状況が続いてい
る。

一般機械５

一般機械 電気機械

６ 電気機械

一般機械生産額前年同月比
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回復基調が続く 回復基調が続く
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精密機械

生産額、受注額はそれぞれ前年同月比７．２％増、同１．１％
増。３カ月先の業況見通しＤＩは０．０から▲３７．５となった。

光ファイバー関連部品やデジタルカメラ関連部品、医療関連商品
など、総じて生産額が増加している。

なお、一部企業では、対応できないほどの受注を抱えるなど、好
調さが伺える。

８輸送機械

生産額、受注額はそれぞれ前年同月比４６．６％増、同５５．
４％増。３カ月先の業況見通しＤＩは▲５０．０と横ばいであっ
た。

一部企業で、国の補助事業終了に伴う生産量の減少がみられるな
ど、国内需要は低調となっているものの、海外需要は堅調となって
おり、全体の生産額は底堅く推移している。

７

輸送機械 精密機械

精密機械生産額前年同月比
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公共工事の減少により弱めの動きが続いている 弱めの動きとなっている
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小売業の動向

受注額、完工高はそれぞれ前年同月比２１．７％減、同５．３％
減。３カ月先の業況見通しＤＩは▲５６．３から▲３７．５となっ
た。

一部企業で受注額が前年同月を大幅に下回るなど、全体的な公共
投資は減少傾向にあることから、弱めの動きが続いている。

建設業の動向

建設業 衣料品

衣料品

１

売上高は前年同月比６．４％減。３カ月先の業況見通しＤＩは▲
１００．０から▲８０．０となった。

全ての調査対象企業において、売上額が前年同月を下回ってお
り、総じて厳しい状況が続いている。

また、３カ月先の業況見通しも明るさは見られず、今後の動向が
懸念される。

建設業受注額前年同月比
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弱含みとなっている 横ばいとなっている
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売上高は前年同月比０．７％増。３カ月先の業況見通しＤＩは▲
５０．０から▲２８．６となった。

一部企業で季節商品の売れ行きが好調なことから売上額が前年同
月を上回っており、全体としても前年同月を上回っている。

しかし、依然として厳しい状況は続いており、弱含みとなってい
る。

身回品２

身回品 飲食料品

３

売上高は前年同月比４．２％増。３カ月先の業況見通しＤＩは▲
３８．５から▲３０．８となった。

客単価の低下が見受けられるものの、コンビニや一部スーパーに
おいて、年末商品の売れ行きが好調なことから、売上額は前年同月
を上回った。

飲食料品

身回品売上高前年同月比
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エコポイント対象商品の売れ行きが大幅に減少した 弱めの動きとなっている
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売上高は前年同月２．２％減。３カ月先の業況見通しＤＩは▲４
６．７から▲２０．０となった。

婚礼部門で単価の減少が見受けられ、売上額が落ち込んだことか
ら、全体として前年同月を下回っている。

総じて見れば、弱めの動きとなっている。

サービス業の動向

旅館・ホテル

旅館・ホテル

家電品

売上高は前年同月比１２．９％減。３カ月先の業況見通しＤＩは
▲７５．０と横ばいであった。

家電エコポイント制度変更（１２月１日～）前の駆け込み需要の
反動から、薄型テレビなどのエコポイント対象商品の売れ行きが落
ち込み、売上額は前年同月を大幅に下回った。

なお、今後さらに家電エコポイント制度が縮小されることから、
先行きの見通しが懸念される。
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横ばいとなっている
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売上高は前年同月比３．５％増。３カ月先の業況見通しＤＩは▲
３０．８から２３．１となった。

コンピュータ関連で受注の減少が見受けられるものの、一部運輸
業で、自動車関連部品の生産増に伴い貨物輸送量が増加しており、
引き続き好調を維持していることから、全体として売上額は前年同
月を上回った。

２ その他サービス

その他サービス業売上高前年同月比
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